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私
の
仕
事
を
決
め
る
の
は
誰
？ 

 
 
 
 
 
 
 

〜
裁
判
劇
を
通
じ
て
人
工
知
能
を
用
い
た
人
事
評
価
の
是
非
を
考
え
る
〜 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作 

安
孫
子
友
祐
（
２
０
１
６
年
度
北
海
道
大
学 

Ｃ
ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ 

受
講
生
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

種
村
剛 

 

（
北
海
道
大
学
高
等
教
育
推
進
機
構 

Ｃ
ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ 

特
任
助
教
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

上
演
日 

 
 

２
０
１
７
年
１
月
２
９
日 
１
４
時
〜
１
６
時
（
途
中
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
含
む
） 

  

会
場 

 
 

札
幌
市
資
料
館
（
旧
札
幌
控
訴
院
）
刑
事
法
廷
展
示
室 
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［
登
場
人
物
］ 

 
裁
判
長
（
東
堂
あ
り
さ
：
と
う
ど
う 

あ
り
さ
） 

裁
判
官 

今
回
、
世
界
で
は
じ
め
て
の
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
人
事
評
価
裁
判
の
裁
判
長
に
抜
擢
さ
れ
た
。
と
く
に
責
任
の
所
在
が
ど
こ
か
に
つ
い
て
、

疑
問
を
感
じ
て
い
る
。 

 

原
告
代
理
人(

矢
野
優
：
や
の 

ゆ
う) 

個
人
の
幸
せ
に
寄
り
添
う
市
民
派
弁
護
士
。
以
前
か
ら
Ａ
Ｉ
の
導
入
に
は
漠
然
と
し
た
危
う
さ
を
感
じ
て
お
り
、
こ
の
裁
判
を
通
じ
て
、
そ

れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
と
意
気
込
ん
で
い
る
。
Ａ
Ｉ
人
事
評
価
反
対
派 

 

被
告
代
理
人
（
高
峰
進
一
郎
：
た
か
み
ね 

し
ん
い
ち
ろ
う
） 

技
術
発
展
を
推
進
す
る
Ｉ
Ｔ
系
弁
護
士
。
新
技
術
全
般
の
導
入
に
積
極
的
な
傾
向
。
人
類
の
進
歩
の
た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
に

は
多
少
の
犠
牲
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
人
事
評
価
賛
成
派 

 

原
告
（
栗
山
志
保
：
く
り
や
ま 

し
ほ
） 

北
大
製
薬
株
式
会
社
入
社
５
年
目
の
社
員
。
入
社
時
か
ら
熱
望
す
る
研
究
職
に
在
籍
し
、
研
究
実
績
を
積
ん
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
新
し
く
導

入
さ
れ
た
Ａ
Ｉ
人
事
評
価
の
結
果
、
総
務
部
へ
の
異
動
を
告
げ
ら
れ
た
。
理
由
を
人
事
部
に
確
認
し
た
が
Ａ
Ｉ
が
適
正
と
判
断
し
た
た
め
だ

と
言
わ
れ
て
し
ま
う
。
転
職
を
考
え
る
も
、
会
社
に
愛
着
が
あ
り
や
め
難
い
。
会
社
の
人
事
評
価
方
法
に
問
題
が
あ
り
異
動
を
取
り
下
げ
て

ほ
し
い
。
Ａ
Ｉ
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
に
疑
問
に
感
じ
て
い
る
。 

 

被
告 (

加
藤
実
：
か
と
う 

み
の
る) 

北
大
製
薬
株
式
会
社 

取
締
役
人
事
部
長
。 

入
社
以
来
２
５
年
間
、
人
事
畑
一
筋
。
長
年
の
経
験
と
勘
か
ら
優
れ
た
人
材
を
見
抜
く
力
に

長
け
て
い
る
と
自
負
し
て
い
た
。
し
か
し
、
悩
ん
だ
末
、
３
年
前
、
突
如
、
Ａ
Ｉ
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
決
断
し
た
。 

 

証
人
（
藍
原
エ
ミ
リ
ー
：
あ
い
ば
ら 

え
み
り
ー
） 

南
海
道
大
学
准
教
授
。
Ａ
Ｉ
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
開
発
者
し
た
奇
才
の
エ
リ
ー
ト
科
学
者
。
自
分
の
研
究
に
し
か
興
味
が
な
い
。
一
般
市

民
を
見
下
す
傾
向
が
あ
る
。
自
分
は
こ
の
裁
判
に
そ
も
そ
も
無
関
係
だ
と
思
っ
て
お
り
、
そ
も
そ
も
何
の
た
め
に
こ
こ
に
呼
ば
れ
て
の
か
も

わ
か
っ
て
い
な
い
。 
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［
あ
ら
す
じ
］ 

 

時
は
、
西
暦
２
０
３
０
年
。
様
々
な
産
業
や
人
び
と
の
生
活
の
中
で
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
近
未
来
。
Ａ
Ｉ
に
よ
る
人
事
評
価
の
是
非
を
問
う
世
界
初
の
裁
判
が
始
ま
っ
た
。
公
平
性
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
そ
し
て
人
の
幸
せ
と
は
何

か
？ 

原
告
、
被
告
、
人
工
知
能
研
究
者
、
原
告
代
理
人
、
被
告
代
理
人
、
裁
判
長
の
６
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
語
り
出
す
。
評
決
は
如

何
に
。
そ
し
て
最
後
に
驚
き
の
展
開
が
。 
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【
ス
ラ
イ
ド
１
】
キ
ャ
ス
ト
が
入
場
す
る
。
原
告
・
原
告
代
理
人

席
に
は
栗
山
と
矢
野
が
座
る
。
被
告
・
被
告
代
理
人
席
に
は
加
藤

が
座
る
。
証
人
控
え
に
は
、
藍
原
が
座
る
。
高
峰
は
そ
の
ま
ま
中

央
へ
移
動
す
る
。 

 

高
峰
（
口
上
）
【
ス
ラ
イ
ド
２
】 

「
み
な
さ
ん
、
本
日
は
、
お
忙
し
い
な
か
、
北
海
道
大
学
Ｃ
ｏ
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｐ
が
主
催
す
る
対
話
劇
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
初
に
今
回
の
企

画
趣
旨
を
説
明
い
た
し
ま
す
。
近
年
の
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
：
エ
ー

ア
イ
）
の
発
展
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
科
学
技

術
に
は
光
と
影
の
両
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
今
よ
り

す
こ
し
先
の
未
来
で
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
が
す
で

に
実
用
化
さ
れ
て
い
る
状
況
を
想
定
し
、
そ
れ
が
私
た
ち
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
、
裁
判
劇
を
通
じ
て
、
み
な
さ
ん
に

考
え
て
い
た
だ
く
対
話
の
場
を
つ
く
り
ま
し
た
。 

 

本
日
の
進
行
を
説
明
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
４
０
分
ほ
ど
の

裁
判
劇
を
観
て
い
た
だ
き
ま
す
。
見
終
わ
っ
た
後
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
参
加
す
る
方
は
、
併
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｆ

（
さ
い
あ
ふ
）
ラ
ボ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
に
移
動
し
、
そ
こ

で
、
５
０
分
ほ
ど
の
時
間
を
と
り
、
裁
判
の
評
議
を
行
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
終
了
後
に
、
こ
の
会
場
に
戻
っ
て
頂
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
評
決
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し

て
最
後
に
、
裁
判
劇
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
お
見
せ
致
し
ま
す
。 

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
せ
ず
裁
判
劇
だ
け
を
鑑
賞
さ
れ
る
方

も
、
お
手
元
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
評
決
の
判
断
を
記
入
し
て
投
票

し
て
か
ら
お
帰
り
く
だ
さ
い
。
も
し
投
票
結
果
が
気
に
な
る
方
、

劇
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
見
た
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
カ

フ
ェ
等
で
お
待
ち
頂
き
、
１
５
時
５
０
分
ぐ
ら
い
に
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。
な
お
、
投
票
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｃ
ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

の
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
も
公
開
予
定
で
す
。 

 

裁
判
劇
の
前
に
一
点
ご
説
明
致
し
ま
す
。
こ
ち
ら
の
証
人
席

（
高
峰
指
し
示
す
）
は
、
あ
ち
ら
の
裁
判
官
席
の
真
正
面
に
向
か

う
の
が
普
通
で
す
が
、
本
日
の
陪
審
員
で
あ
る
皆
さ
ん
の
真
正
面

に
向
か
う
よ
う
に
、
こ
の
位
置
に
変
え
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 
 

で
は
、
こ
れ
か
ら
裁
判
劇
「
私
の
仕
事
を
決
め
る
の
は
誰
？
」

開
演
い
た
し
ま
す
。 

ど
う
や
ら
裁
判
長
が
入
場
す
る
よ
う
で
す
。
観
客
の
皆
様
も
全
員

ご
起
立
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」 

 

栗
山
・
矢
野
・
加
藤
・
藍
原
起
立
す
る
。 

高
峰
は
被
告
代
理
人
席
へ
移
動
す
る
。
東
堂
が
法
衣
を
着
て
入
場

す
る
。
裁
判
官
席
で
全
体
を
見
回
す
、
一
礼
し
て
、
も
う
一
回
全

体
を
見
る
。 

 

東
堂
「
み
な
さ
ん
お
座
り
く
だ
さ
い
」 

 

東
堂
は
立
っ
た
ま
ま
木
槌
を
叩
く
（
１
回
） 

（
時
間
が
停
止
。
代
理
人
、
原
告
、
被
告
、
証
人
は
う
つ
む
く
） 

 
東
堂
「
時
は
２
０
３
０
年
。
様
々
な
産
業
や
人
び
と
の
生
活
の
な
か

で
人
工
知
能
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時

代
。
私
は
、
裁
判
長
の
東
堂
あ
り
さ
。
本
日
の
裁
判
は
人
工
知
能

す
な
わ
ち
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
人
事
評
価
の
是
非
を
問
う
、
世
界
初
の

裁
判
で
あ
る
。
私
は
ど
の
よ
う
な
評
決
を
く
だ
す
事
に
な
る
の
だ

ろ
う
か
」
【
ス
ラ
イ
ド
３
】 
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東
堂
、
木
槌
を
叩
く
（
１
回
）
。
東
堂
は
、
着
席
す
る
。 

（
時
間
が
動
く
。
代
理
人
、
原
告
、
被
告
、
証
人
は
顔
を
上
げ
る
） 

 

東
堂
、
木
槌
を
叩
く
（
２
回
）
。 

 東
堂
「
本
件
は
、
原
告
栗
山
志
保
氏
が
、
被
告 

北
大
製
薬
株
式
会

社
人
事
部
長
の
加
藤
実
氏
に
対
し
て
、
Ａ
Ｉ
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
人
事
判
断
の
無
効
を
訴
え
た
も
の
で
す
。
傍
聴
席
の
み
な

さ
ん
、
こ
の
裁
判
で
行
わ
れ
る
口
頭
弁
論
と
そ
の
様
子
を
、
目
と
、

耳
で
、
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
み
な
さ
ん
も
、
ご
自
身

で
考
え
て
、
評
決
を
下
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
【
ス

ラ
イ
ド
４
】 

 

東
堂
「
そ
れ
で
は
審
理
を
は
じ
め
ま
す
。
原
告
代
理
人
、
被
告
代
理

人
訴
状
を
陳
述
し
て
く
だ
さ
い
。
原
告
代
理
人
お
願
い
し
ま
す
。
」 

 

矢
野
「
は
い
裁
判
長
。 

一
、
被
告
は
、
２
０
３
０
年
４
月
に
原
告
に
対
し
て
行
っ
た
、
人

事
異
動
を
取
り
消
せ
。 

二
、
被
告
は
、
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
停
止
せ
よ
。 

 
 
 

以
上
で
す
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
５
】 

  

東
堂
「
次
に
被
告
代
理
人
、
答
弁
書
を
陳
述
し
て
く
だ
さ
い
。
」 

 

高
峰
「
一
、
原
告
の
請
求
は
、
す
べ
て
棄
却
す
る
。
以
上
で
す
。
」 

 
 
 

【
ス
ラ
イ
ド
６
】 

 

東
堂
「
本
件
の
重
要
な
争
点
は
、
当
事
者
双
方
代
理
人
お
よ
び
裁
判

所
間
で
確
認
し
た
次
の
三
点
で
す
。 

第
一
点
、
栗
山
氏
の
人
事
異
動
を
取
り
消
す
べ
き
か
否
か
。 

第
二
点 

Ａ
Ｉ
が
行
う
人
事
評
価
は
、
人
間
が
行
う
人
事
評
価

よ
り
も
公
平
で
あ
る
か
否
か
。 

第
三
点
、
Ａ
Ｉ
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害

に
あ
た
る
か
否
か
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
７
】 
 

東
堂
木
槌
を
叩
く
（
２
回
） 

 

東
堂
「
こ
こ
で
傍
聴
席
の
み
な
さ
ん
に
、
今
回
争
わ
れ
て
い
る
Ａ
Ｉ

人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
概
略
を
説
明
し
ま
す
。
評
決
の
た
め
の
重

要
な
事
実
で
す
。
よ
く
聞
い
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

一
、
Ａ
Ｉ
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
は
、
Ａ
Ｉ
が
社
員
の
人
事
デ
ー
タ

を
紐
づ
け
し
、
解
析
し
、
適
切
な
人
事
を
決
定
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
人
事
デ
ー
タ
は
、
こ
れ
以
外
の
目
的
に
は
用
い
ま
せ
ん
。

【
ス
ラ
イ
ド
８
】 

二
、
人
事
デ
ー
タ
に
は
、
社
員
の
学
歴
、
職
歴
、
家
族
構
成
他
、

履
歴
書
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
た
情
報
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
や
Ｓ
Ｐ
Ｉ
の
成
績
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
他
に
、
出
勤
・
遅
刻

欠
勤
状
況
、
病
歴
お
よ
び
、
健
康
診
断
結
果
が
基
本
デ
ー
タ
と
し

て
含
ま
れ
ま
す
。
【
ス
ラ
イ
ド
９
】 

三
、
社
員
認
証
カ
ー
ド
を
用
い
て
、
社
員
の
行
動
履
歴
を
収
集
し
、

人
事
デ
ー
タ
と
し
て
扱
い
ま
す
。
い
つ
机
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
、

い
つ
席
を
立
っ
て
い
る
の
か
、
誰
と
誰
が
い
つ
、
ど
の
場
所
で
会

い
、
ど
の
く
ら
い
の
時
間
、
何
を
話
し
て
い
た
か
、
そ
の
時
の
脈

拍
な
ど
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
こ
の
カ
ー
ド
は
入
館
ゲ
ー
ト
を
通

る
と
自
動
的
に
記
録
を
開
始
し
、
ゲ
ー
ト
を
出
る
と
止
ま
り
ま
す
。
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社
内
で
カ
ー
ド
を
体
か
ら
取
り
外
す
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

【
ス
ラ
イ
ド
１
０
】 

四
、
社
内
に
と
り
つ
け
ら
れ
た
カ
メ
ラ
を
用
い
て
、
各
社
員
の
行

動
履
歴
を
収
集
し
、
人
事
デ
ー
タ
と
し
て
扱
い
ま
す
。
【
ス
ラ
イ

ド
１
１
】 

五
、
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
発
信
し
た
メ
ー
ル
や
電
話
の
内
容

を
記
録
し
て
、
人
事
デ
ー
タ
と
し
て
扱
い
ま
す
。
【
ス
ラ
イ
ド
１

２
】 

六
、
Ａ
Ｉ
が
ど
の
よ
う
な
計
算
式
や
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
用
い
て
、

人
事
評
価
を
行
っ
て
い
る
か
は
、
企
業
秘
密
他
の
理
由
で
公
開
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
【
ス
ラ
イ
ド
１
３
】 

七
、
す
べ
て
の
人
事
は
、
Ａ
Ｉ
の
判
断
に
従
い
、
人
事
部
長
が
最

終
的
に
承
認
し
ま
す
。
以
上
で
す
」 

 

東
堂
、
木
槌
を
叩
く
（
２
回
）
【
ス
ラ
イ
ド
１
４
】 

 

東
堂
「
今
回
は
、
原
告
の
北
大
製
薬
株
式
会
社
社
員
、
栗
山
志
保
氏
、

被
告
の
北
大
製
薬
株
式
会
社
人
事
部
長
、
加
藤
実
氏
、
証
人
の
南

海
道
大
学
准
教
授
、
藍
原
エ
ミ
リ
ー
氏
か
ら
事
情
を
聞
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
藍
原
エ
ミ
リ
ー
氏
に
つ
き
ま
し
て
は
、

Ａ
Ｉ
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
事
実
確
認
の
た
め
、
私
が
お

呼
び
致
し
ま
し
た
。
三
人
と
も
出
頭
し
て
い
ま
す
ね
。
」 

 

栗
山
・
加
藤
・
藍
原 

（
順
番
に
）
「
は
い
。
」 

 

栗
山
は
怒
り
口
調
、
加
藤
は
普
通
に
、
藍
原
は
、
適
当
に
は
ー
い
。 

 

東
堂
「
で
は
、
は
じ
め
に
原
告
の
栗
山
さ
ん
、
証
言
台
へ
」 

 

栗
山
、
証
言
台
へ
移
動
す
る
。
【
ス
ラ
イ
ド
１
５
】 

 

東
堂
「
そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら
嘘
を
つ
か
な
い
と
い
う
宣
誓
を
し
て
も

ら
い
ま
す
。
」 

 
 

 

栗
山
、
証
言
台
の
宣
誓
書
を
手
に
取
る
。 

 

東
堂
「
ど
う
ぞ
宣
誓
書
を
声
に
出
し
て
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
」 
 

栗
山
「
良
心
に
し
た
が
っ
て
真
実
を
述
べ
、
何
事
も
隠
さ
ず
偽
り
を

述
べ
な
い
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
」 

 

東
堂
「
は
い
、
結
構
で
す
。
嘘
を
述
べ
ま
す
と
懲
役
刑
に
処
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
」 

 

栗
山
「
は
い
。
わ
か
り
ま
し
た
」
【
ス
ラ
イ
ド
１
６
】 

 

矢
野
「
原
告
代
理
人
の
矢
野
で
す
。
は
じ
め
に
、
栗
山
さ
ん
の
こ
れ

ま
で
の
経
歴
に
つ
い
て
確
認
し
ま
す
。
栗
山
さ
ん
は
、
南
海
道
大

学
大
学
院
理
学
研
究
科
を
２
０
２
５
年
に
修
了
後
、
北
大
製
薬
株

式
会
社
の
製
薬
研
究
部
門
に
配
属
さ
れ
た
の
で
す
ね
。
」 

 

栗
山
「
は
い
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
１
７
】 

 
矢
野
「
研
究
部
門
は
入
社
当
時
か
ら
希
望
し
て
い
た
の
で
す
か
。
」 

 

栗
山
「
は
い
。
こ
こ
で
は
大
学
院
で
の
私
の
研
究
が
活
か
せ
る
と
思

い
ま
し
た
。
」 

 

矢
野
「
研
究
部
門
で
は
何
か
研
究
成
果
を
あ
げ
た
の
で
す
か
。
」 
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栗
山
「
は
い
、
研
究
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
特
許
に
つ
な
が

る
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
」 

 

矢
野
「
こ
れ
が
あ
な
た
の
所
属
し
た
研
究
チ
ー
ム
が
得
た
特
許
証
で

す
ね
。
」 

 

栗
山
「
は
い
。
」 

 

矢
野
「
こ
の
研
究
チ
ー
ム
は
い
つ
か
ら
会
社
に
あ
っ
た
の
で
す
か
。
」 

 

栗
山
「
私
が
入
社
し
て
か
ら
新
た
に
メ
ン
バ
ー
が
集
め
ら
れ
ま
し

た
。
」 

 

矢
野
「
つ
ま
り
、
栗
山
さ
ん
は
、
入
社
後
す
ぐ
、
新
し
い
研
究
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
、
会
社
に
貢
献
す
る
成
果
を
挙
げ
た
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
１
８
】 

 

栗
山
「
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。
」 

 

矢
野
「
そ
の
時
、
栗
山
さ
ん
は
、
成
果
を
挙
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
り
、
感
じ
た
り
し
ま
し
た
か
。
」 

 

高
峰
「
異
議
あ
り
。
そ
の
質
問
は
本
件
に
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
」 

 

矢
野
「
こ
れ
は
栗
山
さ
ん
に
研
究
職
と
し
て
の
適
正
が
あ
る
か
を
確

認
す
る
質
問
で
す
。
」 

 

東
堂
「
原
告
は
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。
」 

 

栗
山
「
そ
う
で
す
ね
。
と
て
も
誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。
研
究
は
面

白
い
し
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
研
究
を
進
め
、
新
薬
を
開
発
し
て
い

き
た
い
。
そ
う
し
て
会
社
に
役
立
ち
、
世
界
の
人
々
を
救
い
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
」 

 

矢
野
「
人
事
異
動
が
告
げ
ら
れ
た
の
は
、
い
つ
で
す
か
。
」 
 

栗
山
「
忘
れ
も
し
ま
せ
ん
、
２
０
３
０
年
４
月
１
日
で
す
。
」 

 

矢
野
「
入
社
し
て
か
ら
何
年
経
っ
て
い
ま
す
か
。
」 

 

栗
山
「
５
年
目
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
」 

 

矢
野
「
ど
の
部
署
に
人
事
異
動
に
な
っ
た
の
で
す
か
。
」 

 

栗
山
（
小
さ
な
声
で
）
「
総
務
部
で
す
。
」 

 

矢
野
「
す
い
ま
せ
ん
、
聞
き
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
」 

 

栗
山
（
怒
っ
た
よ
う
に
）
「
総
務
部
で
す
。
」 

 
矢
野
「
つ
ま
り
、
製
薬
研
究
部
門
か
ら
総
務
に
異
動
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
１
９
】 

 

栗
山
「
は
い
。
」 

 

矢
野
「
こ
の
異
動
に
つ
い
て
あ
な
た
は
ど
う
感
じ
た
の
で
す
か
。
」 
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栗
山
「
お
か
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
研
究
成
果
を
出
し
て
会
社
に
も

貢
献
し
た
私
が
な
ぜ
異
動
に
な
る
の
か
、
意
味
が
わ
か
ら
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
２
０
】 

 

矢
野
「
そ
の
異
動
の
連
絡
を
受
け
て
、
あ
な
た
は
ど
う
し
た
の
で
す

か
。
」 

 

栗
山
「
す
ぐ
に
人
事
の
担
当
に
連
絡
を
取
り
ま
し
た
。
」 

 

矢
野
「
そ
の
時
に
は
な
ん
と
い
わ
れ
ま
し
た
か
。
」 

 

栗
山
「
上
が
決
め
た
こ
と
だ
と
い
わ
れ
て
、
と
り
つ
く
し
ま
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
」 

 

矢
野
「
あ
な
た
は
そ
の
後
ど
う
し
た
の
で
す
か
。
」 

 

栗
山
「
い
ろ
い
ろ
と
つ
て
を
辿
っ
た
結
果
、
人
事
部
長
の
加
藤
さ
ん

か
ら
メ
ー
ル
で
連
絡
を
も
ら
い
ま
し
た
。
」 

 

矢
野
「
加
藤
さ
ん
は
、
被
告
人
で
す
ね
。
」 

 

栗
山
「
は
い
そ
う
で
す
。
（
ぐ
っ
と
み
る
）
」 

 

矢
野
「
そ
の
時
、
加
藤
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
返
信
し
た
の
で
す
か
。
」 

 

栗
山
「
Ａ
Ｉ
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
が
総
務
部
へ
の
異
動
を
最
適
と
判

断
し
た
た
め
だ
と
。
そ
の
評
価
結
果
に
従
う
こ
と
が
我
が
社
の
ル

ー
ル
だ
と
だ
け
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
」 

 

矢
野
「
そ
れ
だ
け
で
す
か
」 

 

栗
山
「
は
い
。
そ
れ
し
か
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」 

 

矢
野
「
こ
れ
が
証
拠
の
メ
ー
ル
で
す
。
あ
な
た
は
加
藤
氏
の
こ
の
返

信
に
納
得
で
き
ま
し
た
か
。
」 

 

栗
山
「
い
い
え
。
ま
っ
た
く
。
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
納
得
い
っ
て
い
ま

せ
ん
。
」 

 

矢
野
「
な
ぜ
Ａ
Ｉ
の
人
事
評
価
に
納
得
い
か
な
い
の
で
す
か
。
」 

 

栗
山
「
今
ま
で
の
私
の
業
績
を
正
当
に
評
価
し
て
い
る
と
は
思
え
な

い
か
ら
で
す
。
ま
っ
た
く
不
公
平
な
評
価
に
な
っ
て
私
の
研
究
者

と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
が
奪
わ
れ
た
ん
で
す
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
２
１
】 

 

矢
野
「
業
績
に
は
先
ほ
ど
の
特
許
の
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
か
。
」 

 

栗
山
「
も
ち
ろ
ん
で
す
。
今
ま
で
の
業
績
の
他
に
も
私
の
日
々
の
勤

務
状
況
、
研
究
へ
の
と
り
く
み
、
な
に
も
か
も
が
正
当
に
評
価
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
」 

 
矢
野
「
な
ぜ
正
当
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
か
。
」 

 
栗
山
「
そ
ん
な
の
、
Ａ
Ｉ
が
評
価
を
間
違
え
て
い
る
か
ら
に
決
ま
っ

て
い
ま
す
」
【
ス
ラ
イ
ド
２
２
】 

 

矢
野
「
な
ぜ
栗
山
さ
ん
は
Ａ
Ｉ
が
評
価
を
誤
っ
た
と
考
え
る
の
で
す

か
。
」 
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栗
山
「
Ａ
Ｉ
の
評
価
の
し
か
た
、
例
え
ば
計
算
方
法
や
や
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
が
間
違
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
だ
け
の
成
果
を
残
し
て
い

る
私
が
総
務
部
に
異
動
な
ん
て
あ
り
え
ま
せ
ん
か
ら
。
」 

 

矢
野
「
栗
山
さ
ん
以
外
に
も
、
栗
山
さ
ん
が
総
務
部
に
異
動
す
る
の

は
、
お
か
し
い
と
い
う
意
見
が
あ
る
の
で
す
よ
ね
」 

 

栗
山
「
は
い
、
研
究
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
そ
う
い
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
」 

 

矢
野
「
こ
ち
ら
は
、
栗
山
さ
ん
が
所
属
し
て
い
た
研
究
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
か
ら
の
証
言
で
す
。
栗
山
さ
ん
の
総
務
部
へ
の
異
動
に
疑
問

を
感
じ
て
い
る
と
の
多
数
の
証
言
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
証
拠

と
し
て
提
出
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
２
３
】 

 

矢
野
「
で
は
、
栗
山
さ
ん
、
他
に
Ａ
Ｉ
の
人
事
評
価
に
納
得
い
か
な

い
理
由
は
あ
り
ま
す
か
。
」 

 

栗
山
「
は
い
。
Ａ
Ｉ
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
は
デ
ー
タ
の
集
め
か
た
に

そ
も
そ
も
問
題
が
あ
り
ま
す
」
【
ス
ラ
イ
ド
２
４
】 

 

矢
野
「
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
」 

 

栗
山
「
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
し
て
い
ま
す
。
」 

 

矢
野
「
ど
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
だ
と
感
じ

る
の
で
す
か
」 

 

栗
山
「
会
社
に
い
る
と
き
は
、
い
つ
も
職
員
証
や
社
内
の
カ
メ
ラ
で

行
動
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
す
、
パ
ソ
コ
ン
や
電
話
の
内
容
が

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
り
し
て
い
て
、
ず
っ
と
監
視
さ
れ
て
い
る
ん
で

す
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
２
５
】 

 

矢
野
「
監
視
さ
れ
て
息
苦
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
」 

 

高
峰
「
異
議
あ
り
。
誘
導
尋
問
で
す
。
」 

 

矢
野
「
失
礼
し
ま
し
た
。
し
か
し
Ａ
Ｉ
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
、
原

告
ら
社
員
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
重
要

な
争
点
で
す
。
」 

 

東
堂
「
原
告
は
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。
」 

 

栗
山
「
は
い
、
正
直
、
と
て
も
息
苦
し
い
で
す
。
ト
イ
レ
に
い
く
の

も
監
視
さ
れ
て
い
る
か
と
思
う
と
、
落
ち
着
い
て
仕
事
が
で
き
ま

せ
ん
。
」 

 

矢
野
「
ト
イ
レ
ま
で
監
視
さ
れ
て
い
る
な
ん
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ど

こ
ろ
か
、
人
権
侵
害
で
は
な
い
で
す
か
？
」 

 
高
峰
「
異
議
あ
り
。
個
人
的
な
感
想
で
す
。
議
事
録
か
ら
削
除
願
い

ま
す
。
」 

 

東
堂
「
異
議
を
認
め
ま
す
。
原
告
代
理
人
は
、
個
人
的
感
想
を
、
控

え
る
よ
う
に
。
」 

 

矢
野
「
で
は
、
質
問
を
変
え
ま
す
。
社
員
認
証
カ
ー
ド
に
よ
る
人
事
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デ
ー
タ
収
集
は
、
社
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
き
で
も
行
わ
れ
て

い
る
の
で
す
か
」 

 

栗
山
「
い
い
え
。
社
外
で
の
行
動
記
録
ま
で
は
取
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
せ
い
で
、
私
の
社
外
で
の
活
動
は
、
評
価
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
２
６
】 

 

矢
野
「
裁
判
長
、
主
尋
問
は
以
上
で
す
。
」 

 

東
堂
「
わ
か
り
ま
し
た
。
で
は
被
告
代
理
人
、
反
対
尋
問
を
ど
う

ぞ
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
２
７
】 

 

高
峰
「
被
告
代
理
人
の
高
峰
で
す
。
反
対
尋
問
を
行
い
ま
す
。
栗
山

さ
ん
、
あ
な
た
は
、
今
回
の
人
事
を
不
公
平
だ
と
考
え
て
い
る
の

で
す
ね
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
２
８
】 

 

栗
山
「
は
い
」 

 

高
峰
「
あ
な
た
が
不
公
平
と
考
え
る
理
由
は
、
Ａ
Ｉ
の
情
報
処
理
の

し
く
み
が
あ
や
ま
っ
て
い
る
た
め
、
ま
ち
が
っ
た
人
事
判
断
が
な

さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
」 

 

栗
山
「
は
い
」 

 

高
峰
「
栗
山
さ
ん
。
そ
の
根
拠
は
、
自
己
評
価
と
し
て
優
秀
で
あ
る

は
ず
の
あ
な
た
が
、
研
究
部
門
か
ら
総
務
部
へ
異
動
に
な
っ
た
か

ら
、
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
す
ね
」 

 

栗
山
「
は
、
は
い
」
【
ス
ラ
イ
ド
２
９
】 

 

矢
野
「
異
議
あ
り
、
被
告
代
理
人
の
発
言
は
、
誘
導
尋
問
で
す
」 

（
間
を
あ
け
ず
に
） 

 

高
峰
「
質
問
を
変
え
ま
す
。
（
前
へ
出
る
）
あ
な
た
は
、
Ａ
Ｉ
人
事

評
価
シ
ス
テ
ム
自
体
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
で
あ
る
と
お
っ
し

ゃ
る
の
で
す
ね
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
３
０
】 
 

栗
山
「
は
い
」 

 

高
峰
「
そ
れ
は
、
ご
自
分
の
行
動
が
監
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に

問
題
が
あ
る
と
い
う
の
が
理
由
で
す
ね
。
」 

 

栗
山
「
は
い
」 

 

高
峰
「
で
は
、
栗
山
さ
ん
、
こ
の
札
幌
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
も
防
犯

カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
街
を
歩
い
て
い
る
と
き
も
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
だ
と
考
え
る
の
で
す
ね
。
」 

 

矢
野
「
異
議
あ
り
、
被
告
代
理
人
の
発
言
は
、
本
件
と
関
係
あ
り
ま

せ
ん
」 

 
高
峰
「
原
告
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
考
え
方
を
確
認
す
る
う
え

で
非
常
に
重
要
で
す
。
」 

 

東
堂
「
原
告
は
、
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
」 

 

栗
山
「
そ
れ
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と
は
考
え
ま
せ
ん
。
防
犯
目
的

で
す
し
、
個
人
を
特
定
し
て
追
跡
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
あ
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ま
り
意
識
し
て
お
り
せ
ん
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
３
１
】 

 
高
峰
「
そ
う
で
す
か
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
反
対
尋
問
は
、

以
上
で
す
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
３
２
】 

 

東
堂
「
栗
山
さ
ん
、
わ
た
し
か
ら
も
二
つ
質
問
を
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
」 

 

東
堂
「
あ
な
た
は
Ａ
Ｉ
が
人
事
評
価
を
行
わ
な
い
な
ら
ば
、
だ
れ
が

人
事
評
価
を
す
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
か
。
」
【
ス
ラ
イ
ド

３
３
】 

 

栗
山
「
従
来
通
り
、
人
に
よ
る
人
事
評
価
を
行
う
べ
き
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
人
間
の
方
が
お
互
い
の
気
持
ち
や
相
性
な
ど
を
総
合
的

に
判
断
し
た
、
公
平
な
判
断
を
行
え
る
か
ら
で
す
。
」
【
ス
ラ
イ

ド
３
４
】 

 

東
堂
「
も
し
あ
な
た
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
Ａ
Ｉ
の
情
報
処
理
の
仕

組
み
が
あ
や
ま
っ
て
い
た
た
め
の
、
ま
ち
が
っ
た
人
事
判
断
で
あ

っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
責
任
は
だ
れ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。
」 

 

栗
山
「
最
終
的
に
Ａ
Ｉ
の
判
断
を
承
認
し
た
加
藤
人
事
部
長
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。
す
く
な
く
と
も
、
わ
た
し
に
責
任
が
あ
る
と
は
考

え
ま
せ
ん
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
３
５
】 

 

東
堂
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
栗
山
さ
ん
、
後
ろ
に
さ
が
っ

て
結
構
で
す
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
３
６
】 

 

東
堂
、
栗
山
が
原
告
席
に
移
動
し
た
後
、
木
槌
を
叩
く
（
１
回
）
。 

時
間
が
停
止
。
代
理
人
、
原
告
、
被
告
、
証
人
は
う
つ
む
く 

 

東
堂
「
今
、
原
告
の
口
頭
弁
論
が
終
わ
っ
た
。
Ａ
Ｉ
に
よ
る
人
事
評

価
は
、
は
た
し
て
原
告
が
主
張
す
る
よ
う
に
不
公
平
で
不
当
な
も

の
な
の
か
？ 

そ
し
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
も
の
な
の

か
。
」 
  
 

東
堂
、
木
槌
を
叩
く
（
１
回
）
。 

 
 

時
間
が
動
く
。
代
理
人
、
原
告
、
被
告
、
証
人
は
顔
を
上
げ
る
。 

  
 

東
堂
、
木
槌
を
叩
く
（
２
回
）
。 

 

東
堂
「
で
は
、
被
告
の
加
藤
さ
ん
、
証
言
台
へ
」
【
ス
ラ
イ
ド
３
７
】 

 
 

 

加
藤
、
証
言
台
へ
移
動
す
る
。 

 

東
堂
「
そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら
嘘
を
つ
か
な
い
と
い
う
宣
誓
を
し
て
も

ら
い
ま
す
。
」 

 
 

 

（
加
藤
、
証
言
台
の
宣
誓
書
を
手
に
取
る
） 

 
東
堂
「
ど
う
ぞ
宣
誓
書
を
声
に
出
し
て
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
」 

 
加
藤
「
良
心
に
し
た
が
っ
て
真
実
を
述
べ
、
何
事
も
隠
さ
ず
偽
り
を

述
べ
な
い
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
」 

 

東
堂
「
は
い
、
結
構
で
す
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
嘘
を
述
べ

ま
す
と
懲
役
刑
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
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く
だ
さ
い
。
」 

 
高
峰
「
で
は
、
主
尋
問
を
行
い
ま
す
。
加
藤
さ
ん
、
メ
モ
を
参
考
に

し
て
、
落
ち
着
い
て
ゆ
っ
く
り
と
し
ゃ
べ
っ
て
く
だ
さ
い
。
い
い

で
す
ね
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
３
８
】 

 

加
藤
「
は
い
」 

 

高
峰
「
で
は
、
は
じ
め
に
、
あ
な
た
の
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。
」 

 

加
藤
「
私
は
札
幌
に
あ
る
北
条
高
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
高
校
卒
業

後
、
北
大
製
薬
に
入
社
し
、
２
５
年
間
北
大
製
薬
一
筋
で
働
い
て

き
ま
し
た
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
３
９
】 

 

高
峰
「
あ
な
た
の
人
事
の
経
験
は
長
い
の
で
す
か
。
」 

 

加
藤
「
私
は
入
社
以
来
、
人
事
畑
一
筋
で
し
た
。
人
事
の
こ
と
な
ら

会
社
の
中
で
誰
に
も
負
け
な
い
自
信
が
あ
り
ま
す
。
」 

 

高
峰
「
そ
ん
な
人
事
経
験
が
豊
富
な
あ
な
た
が
、
３
年
前
、
Ａ
Ｉ
に

人
事
評
価
を
任
そ
う
と
決
断
し
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
」
【
ス
ラ
イ

ド
４
０
】 

 

加
藤
「
近
年
、
様
々
な
分
野
で
Ａ
Ｉ
が
普
及
し
、
Ａ
Ｉ
が
人
間
で
は

把
握
で
き
な
い
大
量
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
、
正
確
に
迅
速
に
、

様
々
な
判
断
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
た
と
え
ば
、

顧
客
デ
ー
タ
と
購
買
デ
ー
タ
を
つ
き
あ
わ
せ
る
こ
と
で
、
だ
れ
が

い
つ
な
に
を
欲
し
が
っ
て
い
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
膨

大
な
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ
と
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
人
事
も
同
じ
で
、
も
う
、
人
間
の
長
年
の

経
験
や
勘
に
頼
る
時
代
は
終
わ
っ
た
の
で
す
」
【
ス
ラ
イ
ド
４
１
】 

 

高
峰
「
な
る
ほ
ど
。
人
事
の
ベ
テ
ラ
ン
だ
っ
た
加
藤
さ
ん
だ
か
ら
こ

そ
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
人
事
評
価
の
必
要
性
も
感
じ
た
、
そ
し
て
、
Ａ

Ｉ
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
の
で
す
ね
。

そ
れ
は
、
と
て
も
苦
し
い
判
断
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。
」 

 

加
藤
「
は
い
。
Ａ
Ｉ
人
事
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
関
し
て
、
と
て
も
悩

み
ま
し
た
。
長
年
の
私
自
身
の
経
験
と
ス
キ
ル
を
捨
て
て
新
し
い

技
術
を
導
入
す
べ
き
か
ど
う
か
。
し
か
し
会
社
に
と
っ
て
一
番
良

い
こ
と
は
な
ん
な
の
か
考
え
抜
い
た
末
、
売
り
上
げ
を
伸
ば
す
可

能
性
が
も
っ
と
も
高
い
と
判
断
し
ま
し
た
。
私
の
人
事
の
経
験
を

捨
て
た
と
し
て
も
Ａ
Ｉ
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
が

最
善
だ
と
思
い
ま
し
た
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
４
２
】 

 

高
峰
「
そ
れ
で
、
実
際
に
売
り
上
げ
は
上
が
っ
た
の
で
す
か
。
」 

 

加
藤
「
は
い
。
確
実
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。
」 

 
高
峰
「
こ
ち
ら
が
、
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
導
入
前
と
後
を
比
較
し
た

決
算
書
で
す
。
売
り
上
げ
が
３
割
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
証
拠
と
し
て
提
出
致
し
ま
す
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
４
３
】 

 

高
峰
「
で
は
、
加
藤
さ
ん
、
な
ぜ
Ａ
Ｉ
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
売
り
上
げ
の
増
加
に
結
び
つ
い
た
の
で
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し
ょ
う
か
。
」 

 
加
藤
「
そ
れ
は
、
い
く
つ
か
理
由
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は
、

効
率
の
よ
い
人
事
評
価
が
行
え
る
た
め
迅
速
に
販
売
活
動
に
集
中

で
き
た
こ
と
。
【
ス
ラ
イ
ド
４
４
】
も
う
一
つ
は
、
Ａ
Ｉ
が
会
社

の
中
で
埋
も
れ
て
い
た
社
員
の
才
能
を
発
掘
し
、
最
適
な
人
材
リ

ソ
ー
ス
の
配
分
を
導
き
出
し
た
た
め
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
」

【
ス
ラ
イ
ド
４
５
】 

 

高
峰
「
Ａ
Ｉ
は
、
具
体
的
に
、
社
員
の
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
分
析

す
る
の
で
す
か
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
４
６
】 

 

藍
原
「
ふ
あ
ー
（
大
き
な
あ
く
び
）
。
」 

 

東
堂
「
証
人
は
、
静
粛
に
お
願
い
し
ま
す
」 

 

藍
原
「
私
の
番
は
、
ま
だ
な
の
」 

  

東
堂
、
木
槌
を
２
回
叩
く
。 

 

東
堂
「
藍
原
さ
ん
」 

 

藍
原
「
は
い
。
は
い
。
」 

 

東
堂
「
で
は
加
藤
さ
ん
続
け
て
く
だ
さ
い
」 

 

加
藤
「
社
員
の
こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
成
果
な
ど
の
基
礎
デ
ー
タ
に
く

わ
え
て
、
セ
ン
サ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
取
得
し
た
社
員
の
一
日
の
行

動
や
会
話
、
笑
顔
の
数
、
残
業
時
間
な
ど
の
情
報
な
ど
で
す
。
」

【
ス
ラ
イ
ド
４
７
】 

 

高
峰
「
そ
し
て
、
そ
の
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
分
析
す
る
の
で
す

か
？
」 

 

加
藤
「
Ａ
Ｉ
人
事
評
価
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な

い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
た
と
え
ば
人
事
採
用
で
は
、
過
去
に

採
用
さ
れ
た
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
人
が
活
躍
し
て
い
る
か
、
離

職
し
て
い
る
か
な
ど
を
踏
ま
え
て
採
用
が
考
慮
さ
れ
る
と
説
明
を

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
能
力
は
あ
る
が
、
下
積
み
を
さ
せ
ら
れ
て

い
る
社
内
の
人
材
を
探
り
あ
て
て
、
再
配
置
し
た
り
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
Ａ
Ｉ
は
自

立
的
に
ど
ん
ど
ん
学
習
し
、
適
材
適
所
の
精
度
を
上
げ
て
い
ま

す
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
４
８
】 

 

高
峰
「
つ
ま
り
Ａ
Ｉ
は
ど
ん
ど
ん
賢
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

す
か
。
」 

 

加
藤
「
は
い
、
こ
れ
が
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
い
わ
れ
て
い
る
も

の
だ
そ
う
で
す
」
【
ス
ラ
イ
ド
４
９
】 

 

高
峰
「
そ
の
結
果
、
栗
山
さ
ん
が
総
務
部
に
異
動
と
な
っ
た
こ
と
は
、

妥
当
な
こ
と
で
す
ね
。
」 

 

加
藤
「
は
い
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
ま
や
Ａ
Ｉ
は
人
間

の
経
験
や
勘
を
凌
駕
し
、
公
平
な
人
事
評
価
を
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
人
の
経
験
に
た
よ
っ
て
人
事
評
価
を
す
る
時
代
は
も

う
終
わ
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
ど
の
会
社
で
も
我
が
社
の
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よ
う
に
Ａ
Ｉ
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
５
０
】 

 

高
峰
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
最
後
の
質
問
で
す
。
Ａ
Ｉ

人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
時
に
社
員
か
ら
反
対
は
あ
り
ま
し
た

か
？
」 

 

加
藤
「
い
い
え
。
反
対
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ま
や
Ａ
Ｉ
が
広

く
社
会
に
普
及
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
我
が
社
の
社
員
は
、
抵
抗

な
く
、
Ａ
Ｉ
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
も
受
け
入
れ
て
い
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
」
【
ス
ラ
イ
ド
５
１
】 

 

高
峰
「
こ
れ
で
主
尋
問
を
終
わ
り
ま
す
。
」 

 

東
堂
「
で
は
原
告
代
理
人
、
反
対
尋
問
を
ど
う
ぞ
。
」
【
ス
ラ
イ
ド

５
２
】 

 

矢
野
「
反
対
尋
問
を
行
い
ま
す
。
加
藤
さ
ん
か
ら
は
、
先
ほ
ど
Ａ
Ｉ

人
事
評
価
デ
ー
タ
の
収
集
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
誤
り
は
な
い
で
す
ね
。
」 

 

加
藤
「
は
い
」 

 

矢
野
「
社
員
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
、
セ
ン
サ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
取

得
し
た
一
日
の
行
動
や
会
話
、
笑
顔
の
数
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
の
で

す
ね
。
」 

 

加
藤
「
は
い
、
そ
う
で
す
。
」 

 

矢
野
「
こ
れ
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
で

す
か
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
５
３
】 

 

加
藤
「
い
い
え
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」 

 

矢
野
「
何
故
そ
う
い
え
る
の
で
す
か
。
」 

 

加
藤
「
業
務
に
必
要
な
社
員
の
行
動
や
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
は
、

会
社
の
業
務
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
で
す
。
雇
用
契
約
に
も
そ
の

よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
５
４
】 

 

矢
野
「
原
告
は
そ
の
雇
用
契
約
の
内
容
自
体
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

だ
と
訴
え
て
い
る
の
で
す
」 

 

加
藤
「
わ
た
し
は
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
集
め
て
い
る
デ
ー

タ
は
、
社
員
が
ど
こ
で
な
に
を
し
て
い
る
の
か
把
握
す
る
だ
け
で
、

ダ
メ
出
し
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
収
集
し
た
会
話

や
行
動
の
情
報
を
こ
れ
か
ら
の
働
き
か
た
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
こ
と
で
、
販
売
力
の
向
上
、
離
職
率
の
低
下
、
生
産
性
の
向
上

に
結
び
つ
け
る
、
社
員
の
幸
せ
の
た
め
の
も
の
で
す
。
そ
の
た
め

の
人
事
デ
ー
タ
で
す
」
【
ス
ラ
イ
ド
５
５
】 

 
矢
野
「
し
か
し
、
栗
山
さ
ん
の
働
く
意
欲
は
下
げ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
す
か
。
」 

 

加
藤 
「
栗
山
さ
ん
、
個
人
か
ら
み
れ
ば
残
念
な
が
ら
そ
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
Ａ
Ｉ
が
考
え
て
い
る
の
は
会
社
全
体
の
生
産

性
の
向
上
で
す
。
一
度
、
Ａ
Ｉ
人
事
評
価
を
信
じ
て
頑
張
っ
て
み
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て
ほ
し
い
で
す
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
５
６
】 

 
矢
野
「
原
告
は
、
セ
ン
サ
ー
で
、
社
外
で
の
活
動
を
評
価
で
き
て
い

な
い
こ
と
も
指
摘
し
て
い
ま
す
が
」 

 

加
藤
「
そ
の
点
は
、
お
客
様
の
声
や
、
総
合
的
な
点
か
ら
判
断
す
る

こ
と
で
代
替
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
」 

 

矢
野
「
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
Ａ
Ｉ
人
事
評
価
は
Ａ
Ｉ

の
情
報
処
理
の
仕
組
み
や
、
情
報
収
集
が
不
完
全
で
あ
っ
た
こ
と

が
原
因
で
生
じ
た
、
あ
や
ま
っ
た
判
断
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ

り
え
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
５
７
】 

 

加
藤 

「
私
は
Ａ
Ｉ
そ
の
も
の
の
仕
組
み
に
つ
い
て
詳
し
く
な
い
の

で
わ
か
ら
な
い
で
す
。
し
か
し
、
Ａ
Ｉ
の
仕
組
み
が
不
完
全
で
あ

っ
た
な
ら
ば
、
誤
っ
た
判
断
が
生
じ
る
こ
と
は
、
あ
り
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
」 

 

矢
野
「
そ
れ
は
原
告
の
主
張
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
」 

 

加
藤
「
い
い
え
。
ち
が
い
ま
す
。
」 

 

矢
野
「
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
」 

 

加
藤
「
Ａ
Ｉ
の
仕
組
み
が
不
完
全
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
実
際
に
栗
山
さ
ん
が
総
務
部
で
働
い
て
、
し
か
も
、

会
社
全
体
の
生
産
性
が
下
が
る
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
れ
ば
、
私

は
栗
山
さ
ん
を
総
務
部
勤
務
に
し
た
こ
と
が
誤
り
だ
っ
た
こ
と
を

認
め
ま
す
。
し
か
し
、
栗
山
さ
ん
は
、
現
在
、
異
動
を
拒
否
し
て

い
ま
す
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
５
８
】 

 

栗
山 

（
急
に
立
ち
上
が
っ
て
）
「
納
得
が
い
か
な
い
仕
事
な
ん
て
で

き
な
い
。
私
は
機
械
じ
ゃ
な
い
。
」
（
矢
野
と
り
な
す
） 

 

東
堂
「
原
告
は
静
粛
に
願
い
ま
す
。
加
藤
さ
ん
、
続
け
て
く
だ
さ

い
。
」 

 

加
藤 

「
は
い
。
も
し
か
し
た
ら
、
栗
山
さ
ん
は
、
会
社
の
屋
台
骨
で

あ
る
総
務
部
で
働
く
こ
と
で
、
研
究
職
以
上
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

発
揮
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
栗
山
さ
ん
が
総
務
部
で
働
か
な
い

限
り
、
Ａ
Ｉ
が
誤
っ
た
判
断
を
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で

す
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
５
９
】 

 

矢
野
「
そ
れ
は
、
つ
ま
り
、
栗
山
さ
ん
が
総
務
部
で
働
い
た
デ
ー
タ

が
な
い
の
で
、
Ａ
Ｉ
が
誤
っ
た
判
断
を
下
し
た
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
」 

 

加
藤
「
そ
の
と
お
り
で
す
。
」 

 

矢
野
「
そ
う
で
す
か•

•
•

。
そ
れ
で
は
質
問
を
変
え
ま
す
。
あ
な

た
は
、
栗
山
さ
ん
か
ら
人
事
異
動
の
異
議
申
し
立
て
が
あ
っ
た
後

に
、
栗
山
さ
ん
の
人
事
デ
ー
タ
を
確
認
し
ま
し
た
か
。
」
【
ス
ラ

イ
ド
６
０
】 

 

加
藤
「
は
い
。
多
く
の
、
素
晴
ら
し
い
研
究
成
果
を
残
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
」 
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矢
野
「
入
社
早
々
、
栗
山
さ
ん
が
特
許
を
獲
得
し
た
こ
と
も
知
っ
て

い
ま
し
た
ね
。
」 

 

加
藤
「
は
い
。
知
っ
て
い
ま
す
。
」 

 

矢
野
「
人
事
部
長
の
立
場
か
ら
み
て
も
、
栗
山
さ
ん
の
研
究
者
と
し

て
の
資
質
は
高
い
と
思
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
？
」 

 

高
峰
「
異
議
あ
り
。
誘
導
尋
問
で
す
。
」 

 

東
堂
「
異
議
を
認
め
ま
す
。
」 

 

矢
野
「
加
藤
さ
ん
、
あ
な
た
自
身
は
、
栗
山
さ
ん
の
研
究
者
と
し
て

の
業
績
と
こ
れ
か
ら
の
可
能
性
を
認
め
て
い
る
の
で
は
な
い
で
す

か
。
」 

 

高
峰
（
う
ん
ざ
り
し
た
よ
う
に
）
「
異
議
あ
り
。
」 

 

東
堂
「
原
告
代
理
人
は
質
問
を
変
え
て
く
だ
さ
い
。
」 

 

矢
野
「
質
問
を
変
え
ま
す
。
そ
の
後
、
あ
な
た
は
「
Ａ
Ｉ
人
事
評
価

シ
ス
テ
ム
が
最
適
だ
と
判
断
し
た
た
め
だ
と
。
そ
の
評
価
結
果
に

従
う
こ
と
が
我
が
社
の
ル
ー
ル
だ
」
と
栗
山
さ
ん
に
、
返
信
し
た

の
で
す
ね
。
」 

 

加
藤
「
は
い
。
証
拠
に
あ
る
と
お
り
で
す
。
」 

 

矢
野
「
あ
な
た
は
、
Ａ
Ｉ
の
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
評
価
し
、
信
頼

性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
す
ね
。
」 

 

加
藤
「
は
い
。
今
も
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
が
誤
っ
た
判
断
を

す
る
リ
ス
ク
と
、
人
間
が
誤
っ
た
判
断
を
す
る
リ
ス
ク
を
比
べ
れ

ば
、
後
者
の
方
が
断
然
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
」 

 

矢
野
「
人
が
行
う
人
事
評
価
よ
り
も
、
Ａ
Ｉ
の
方
が
信
頼
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
す
か
。
」 

 

加
藤
「
売
り
上
げ
が
伸
び
た
と
い
う
結
果
を
み
れ
ば
、
そ
う
い
っ
て

も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
」 

  

矢
野
が
前
に
出
る 

 

矢
野
「
一
つ
質
問
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
も
し
Ａ
Ｉ
が
、
あ
な
た
に
退

職
を
迫
っ
た
ら
あ
な
た
は
ど
う
す
る
つ
も
り
で
す
か
。
」 

 

加
藤
「
も
ち
ろ
ん
Ａ
Ｉ
の
判
断
に
従
い
ま
す
。
そ
れ
が
我
が
社
の
ル

ー
ル
で
す
か
ら
。
」 

 

矢
野
「
最
後
に
、
も
う
一
度
だ
け
、
確
認
し
ま
す
。
も
し
、
あ
な
た

の
お
仲
間
や
ご
家
族
が
、
あ
な
た
に
や
め
な
い
で
ほ
し
い
と
言
わ

れ
て
も
、
Ａ
Ｉ
の
判
断
に
従
う
の
で
す
か
？
」 

 
加
藤
（
た
め
ら
い
、
考
え
）
「
は
い
。
お
そ
ら
く•

•
•

。
」 

 

矢
野
（
か
ぶ
せ
て
、
た
た
み
か
け
る
よ
う
に
）
「
加
藤
さ
ん
も
本
当

は
、
今
回
の
Ａ
Ｉ
の
下
し
た
人
事
は
お
か
し
い
と
感
じ
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
Ａ
Ｉ
が
誤
る
可
能
性
も
あ
る
と
感
じ
て
い
る
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ん
で
し
ょ
う
」 

 
高
峰
（
怒
っ
た
よ
う
に
）
「
異
議
あ
り
、
憶
測
を
述
べ
て
い
る
に
す

ぎ
ま
せ
ん
」 

 

矢
野
「
（
し
て
や
っ
た
り
、
と
い
う
表
情
で
ニ
ヤ
リ
と
笑
う
）
以
上

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」 

 

東
堂
「
わ
た
し
か
ら
一
点
質
問
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
も
し
も
仮
に
、

仮
に
で
す
、
Ａ
Ｉ
の
情
報
処
理
の
仕
組
み
が
ま
ち
が
っ
て
い
た
た

め
の
あ
や
ま
っ
た
人
事
判
断
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
責
任
は

だ
れ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
６
１
】 

 

加
藤
「
そ
れ
は
Ａ
Ｉ
の
情
報
処
理
の
仕
組
み
が
誤
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
開
発
者
に
責
任
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
す
く
な
く
と
も
、
わ

た
し
に
責
任
が
あ
る
と
は
考
え
ま
せ
ん
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
６
２
】 

 

東
堂
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
加
藤
さ
ん
、
後
ろ
に
さ
が
っ

て
結
構
で
す
。
」 

  

東
堂
、
木
槌
を
叩
く
（
１
回
）
。
【
ス
ラ
イ
ド
６
３
】 

 

時
間
が
停
止
。
代
理
人
、
原
告
、
被
告
、
証
人
は
う
つ
む
く
。 

 

東
堂
「
今
、
被
告
の
口
頭
弁
論
が
終
っ
た
。
争
点
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る

人
事
評
価
が
公
平
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
点
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
点
だ
。
Ａ
Ｉ
人
事
評
価
は
全
体
の

最
適
化
を
導
く
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
部
分
的

な
不
都
合
も
生
み
出
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
公
平
と
は
、
い

っ
た
い
な
ん
な
の
か
。
そ
し
て
誰
の
た
め
に
指
す
言
葉
な
の
か
？
」 

 
 

 

東
堂
、
木
槌
を
叩
く
（
１
回
）
。 

 

時
間
が
動
く
。
代
理
人
、
原
告
、
被
告
、
証
人
は
顔
を
上
げ
る
。 

  

東
堂
、
木
槌
を
叩
く
（
２
回
）
。 

 

東
堂
「
で
は
、
最
後
に
、
証
人
の
藍
原
エ
ミ
リ
ー
さ
ん
、
証
言
台
へ
」 

 
 

【
ス
ラ
イ
ド
６
４
】 

  

藍
原
、
証
言
台
へ
移
動
す
る
。 

 

藍
原
「
や
っ
と
わ
た
し
の
番
だ
ね
、
何
分
待
っ
た
ん
だ
ろ
う
」 

 

東
堂
「
証
人
は
静
粛
に
。
そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら
嘘
を
つ
か
な
い
と
い

う
宣
誓
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
」 

 
 
 
 
 

 
 

藍
原
、
証
言
台
の
宣
誓
書
を
手
に
取
る
。 

 

東
堂
「
ど
う
ぞ
宣
誓
書
を
声
に
出
し
て
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
」 

 

藍
原
「
え
ー
と
良
心
に
し
た
が
っ
て
真
実
を
述
べ
、
何
事
も
隠
さ
ず

偽
り
を
述
べ
な
い
こ
と
を
誓
い
ま
ー
す
。
良
心
っ
て
興
味
深
い
感

情
ね
」 

 

東
堂
「
証
人
は
静
粛
に
お
願
い
し
ま
す
。
嘘
を
述
べ
ま
す
と
懲
役
刑

に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
」 

 

藍
原
「
お
ー
こ
わ
い
こ
わ
い
」 
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東
堂
（
怒
っ
た
よ
う
に
）
「
静
粛
に
」
（
気
を
取
り
直
し
て
）
「
そ

れ
で
は
、
原
告
代
理
人
の
尋
問
か
ら
お
こ
な
い
ま
す
。
」
【
ス
ラ

イ
ド
６
５
】 

 

矢
野
「
藍
原
さ
ん
、
研
究
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
確
認
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
父
親
は
関
西
出
身
の
日
本
人
、
母
親
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

ー
出
身
の
イ
ギ
リ
ス
人
。
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
・
イ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
を
飛
び
級
し
、
１
６
歳
で
英
国
の
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・
カ
レ
ッ

ジ
に
進
学
、
情
報
工
学
科
を
２
０
２
０
年
に
卒
業
。
そ
の
後
ロ
ン

ド
ン
で
作
詞
作
曲
な
ど
の
音
楽
活
動
を
し
な
が
ら
、
２
０
２
５
年

英
国
王
立
芸
術
学
院
ロ
イ
ヤ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
ア
ー
ト
の

博
士
課
程
を
修
了
。
そ
の
後
、
Ａ
Ｉ
研
究
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
、

よ
ろ
し
い
で
す
か
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
６
６
】 

 

藍
原
「
う
ー
ん
、
だ
い
た
い
あ
っ
て
る
か
な
ー
。
」 

 

矢
野
「
現
在
で
は
Ａ
Ｉ
の
分
野
で
は
鬼
才
の
若
手
研
究
者
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
ね
。
」 

 

藍
原
（
ち
ょ
っ
と
嬉
し
そ
う
に
）
「
そ
う
な
の
ー
？
」 

 

矢
野
「
あ
な
た
が
北
大
製
薬
で
使
わ
れ
て
い
る
Ａ
Ｉ
人
事
評
価
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
た
の
で
す
ね
。
」 

 

藍
原
「
う
ー
ん
、
あ
の
シ
ス
テ
ム
ウ
ー
。
Ａ
Ｉ
で
な
ん
か
、
面
白
い

こ
と
で
き
な
い
か
な
あ
っ
て
思
っ
て
い
た
ら
、
北
大
製
薬
の
加
藤

ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
き
ち
ゃ
っ
て
。
研
究
対
象
と
し
て
Ａ
Ｉ
の
可
能

性
を
み
る
に
は
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
実
験
か
な
と
思
っ
て
や
っ
て
み

た
。
」 

 

矢
野
「
ち
ょ
う
ど
よ
い
実
験
、
で
す
か
。
そ
れ
は
先
ほ
ど
冒
頭
で
説

明
し
た
仕
組
み
で
よ
い
の
で
す
ね
。
」 

 

藍
原
「
ま
あ
ね
。
」 
 

矢
野
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
よ
う
な
仕
組
み
だ
と
は
考
え
な

か
っ
た
の
で
す
か
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
６
７
】 

 

藍
原
「
ぜ
ん
ぜ
ー
ん
。
と
い
う
よ
り
、
あ
ん
ま
り
そ
う
い
う
こ
と
関

係
な
い
ん
だ
よ
ね
。
わ
た
し
が
興
味
あ
る
の
は
、
人
の
行
動
を
ど

う
や
っ
て
デ
ー
タ
化
し
て
、
人
工
知
能
に
学
習
さ
せ
る
か
っ
て
こ

と
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
適
切
な
情
報
を
学
習
し
て
、
人
の
行
動

や
嗜
好
を
パ
タ
ー
ン
化
し
て
、
こ
れ
か
ら
先
に
起
こ
る
こ
と
を
予

測
し
ち
ゃ
う
こ
と
に
し
か
興
味
な
い
ん
だ
け
ど
ー
。
」
【
ス
ラ
イ

ド
６
８
】 

 

矢
野
「
人
工
知
能
の
情
報
処
理
の
仕
組
み
は
不
完
全
で
あ
り
、
誤
っ

た
判
断
を
し
た
り
、
暴
走
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」

【
ス
ラ
イ
ド
６
９
】 

 
藍
原
「
誤
っ
た
判
断
を
し
て
、
暴
走
し
た
ら
、
そ
の
仕
組
み
が
不
完

全
だ
っ
て
こ
と
じ
ゃ
な
い
の
。
【
ス
ラ
イ
ド
７
０
】
そ
り
ゃ
、
今

も
た
ま
に
将
棋
で
さ
え
人
に
負
け
ち
ゃ
っ
た
り
す
る
し
。
ま
だ
ま

だ
情
報
処
理
の
し
く
み
は
完
全
と
は
い
え
な
い
か
も
ね
。
と
は
い

え
、
最
近
は
Ａ
Ｉ
の
情
報
処
理
の
し
く
み
が
ど
の
よ
う
な
様
子
な
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の
か
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
ん
だ
よ
ね
。
」
【
ス
ラ
イ
ド

７
１
】 

 

矢
野
「
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
」 

 

藍
原
「
い
よ
い
よ
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
が
近
づ
い
て
き
た
っ
て
感

じ
？ 

人
工
知
能
の
学
習
が
進
み
す
ぎ
て
、
天
才
の
わ
た
し
の
知

能
も
超
え
ち
ゃ
っ
た
っ
て
感
じ
？
」 

 

矢
野
「
そ
ん
な
人
間
が
判
断
の
是
非
を
確
認
で
き
な
い
よ
う
な
人
工

知
能
を
、
人
の
将
来
を
左
右
す
る
よ
う
な
人
事
評
価
に
つ
か
っ
て

よ
い
と
考
え
て
い
る
の
で
す
か
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
７
２
】 

 

藍
原
「
だ
か
ら
ー
、
そ
ん
な
こ
と
か
ん
が
え
た
こ
と
な
い
ん
だ
っ
て

ば
。
そ
れ
は
使
う
人
の
問
題
で
し
ょ
。
天
才
研
究
者
の
わ
た
し
に

は
、
そ
ん
な
こ
と
関
係
な
い
の
。
そ
ん
な
話
な
ら
、
わ
た
し
帰
っ

ち
ゃ
う
よ
。
暇
じ
ゃ
な
い
の
よ
ね
ー
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
７
３
】 

 

矢
野
「
で
は
藍
原
さ
ん
、
最
後
の
質
問
で
す
。
も
し
誰
か
が
悪
意
の

あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
Ａ
Ｉ
に
組
み
込
ん
で
い
た
ら
、
そ
れ
を
チ
ェ

ッ
ク
で
き
ま
す
か
？
」 

 

藍
原
「
あ
ん
た
も
、
し
つ
こ
い
わ
ね
。
だ
か
ら
そ
ん
な
こ
と
、
私
が

考
え
る
こ
と
じ
ゃ
な
ん
だ
っ
て
ば
。
少
な
く
と
も
わ
た
し
は
悪
意

の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ん
て
つ
く
ん
な
い
、
わ
た
し
は
ね
。
」

【
ス
ラ
イ
ド
７
４
】 

 

矢
野
「
わ
た
し
か
ら
の
質
問
は
以
上
で
す
。
」 

 

東
堂
「
で
は
被
告
代
理
人
、
尋
問
を
ど
う
ぞ
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
７
５
】 

 

高
峰
「
は
い
。
藍
原
さ
ん
、
Ａ
Ｉ
は
、
デ
ィ
ー
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
進

む
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
、
人
間
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
た
と
え
ば
、
完
璧
な
人
事
評

価
も
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
７
６
】 
 

藍
原
「
う
ー
ん
。
だ
か
ら
さ
あ
、
わ
た
し
は
そ
う
い
う
こ
と
あ
ま
り

関
係
な
い
ん
だ
よ
ね
。
可
能
に
な
る
っ
て
い
え
ば
可
能
に
な
る
し
、

そ
れ
は
使
う
側
の
都
合
だ
と
思
う
の
ね
。
わ
た
し
は
た
だ
実
験
し

た
い
か
ら
作
っ
た
だ
け
だ
し
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
７
７
】 

 

高
峰
「
わ
た
し
か
ら
の
質
問
は
以
上
で
す
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
７
８
】 

 

東
堂
「
わ
た
し
か
ら
い
い
で
す
か
。
藍
原
さ
ん
、
も
し
人
工
知
能
の

人
事
評
価
が
誤
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
の
責
任
は
あ
な
た
に
も

あ
る
と
い
え
る
の
で
す
か
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
７
９
】 

 

藍
原
「
い
い
、
こ
の
際
だ
か
ら
は
っ
き
り
い
う
け
ど
、
研
究
者
に
責

任
な
ん
て
な
・
い
・
の
。
ナ
イ
フ
で
人
を
殺
し
た
と
し
て
、
ナ
イ

フ
作
っ
た
人
に
責
任
が
あ
る
っ
て
わ
け
？ 

ば
か
じ
ゃ
な
い
の
、

技
術
を
使
う
側
の
問
題
な
の
。
問
題
が
あ
れ
ば
使
わ
な
け
れ
ば
い

い
し
、
使
っ
て
悪
い
こ
と
あ
っ
た
ら
、
使
っ
た
人
の
責
任
な
の
、

あ
ー
あ
、
ほ
ん
と
う
に
時
間
の
無
駄
だ
っ
た
わ
。
」
【
ス
ラ
イ
ド

８
０
】 

 

東
堂
「
証
人
は
後
ろ
に
さ
が
っ
て
結
構
で
す
。
」 
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東
堂
、
木
槌
を
叩
く
（
１
回
）
。
【
ス
ラ
イ
ド
８
１
】 

 

時
間
が
停
止
。
代
理
人
、
原
告
、
被
告
、
証
人
は
う
つ
む
く
。 

 

東
堂
「
こ
の
裁
判
に
よ
っ
て
Ａ
Ｉ
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
に
関
わ
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
私
た
ち
は
、
何
を
も

っ
て
客
観
的
に
判
断
す
れ
ば
よ
い
の
か
？
そ
し
て
責
任
の
所
在
は
、

そ
も
そ
も
誰
に
あ
る
の
か
？
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
人
事
部
長
か
、

あ
る
い
は
、
開
発
者
か
、
そ
れ
と
も
Ａ
Ｉ
そ
の
も
の
を
安
易
に
受

け
入
れ
て
き
た
我
々
全
員
に
あ
る
の
か
？
」 

  

東
堂
、
木
槌
を
叩
く
（
１
回
）
。 

 

時
間
が
動
く
。
代
理
人
、
原
告
、
被
告
、
証
人
は
顔
を
上
げ
る
。 

  

東
堂
、
木
槌
を
叩
く
（
２
回
）
。 

 

東
堂
「
こ
れ
で
原
告
、
被
告
、
証
人
の
三
人
を
集
中
的
に
調
べ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
最
後
に
、
双
方
の
代
理
人
か
ら
最
終
の
陳
述
を

行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
は
じ
め
に
、
原
告
代
理
人
、
次
に
被
告
代

理
人
の
順
で
お
願
い
し
ま
す
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
８
２
】 

 

矢
野
「
一
連
の
答
弁
を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
主
張
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
原
告
並
び
に
北
大
製
薬
社
員
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
、

人
間
ら
し
く
働
く
環
境
を
守
る
た
め
に
、
私
は
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
人

事
評
価
に
反
対
し
ま
す
。
被
告
は
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
人
事
評
価
を
停

止
し
、
本
件
の
人
事
異
動
を
取
り
消
す
べ
き
で
す
。
理
由
は
主
に

２
点
で
す
。 

 

ま
ず
、
Ａ
Ｉ
評
価
の
不
透
明
さ
・
不
確
か
さ
で
す
。
Ａ
Ｉ
評
価

基
準
は
私
達
の
理
解
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
い
つ
判
断
を

誤
る
か
・
暴
走
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
仮
に

判
断
を
誤
り
、
暴
走
し
た
と
し
て
も
私
た
ち
は
気
づ
く
こ
と
す
ら

難
し
い
の
で
す
。
確
か
に
、
人
に
よ
る
評
価
で
も
間
違
い
は
起
こ

り
ま
す
。
本
人
に
と
っ
て
不
本
意
な
異
動
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
判
断
の
仕
組
み
や
基
準
も
理
解
の
で
き
な
い
、
得
体
の
し

れ
な
い
も
の
を
、
ど
う
信
用
し
ろ
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

よ
う
な
も
の
に
自
分
の
会
社
人
生
を
左
右
さ
れ
、
志
を
折
ら
れ
た

原
告
は
、
ど
う
受
け
入
れ
ろ
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。
私
達
は
、
理

由
を
納
得
す
る
事
な
し
に
、
「
間
違
う
か
も
し
れ
な
い
」
も
の
に

従
う
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。 

 

二
つ
目
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
評
価
は
、
社
員
の
人
間
ら
し
く
働
く
環

境
を
脅
か
す
恐
れ
が
あ
る
た
め
で
す
。
Ａ
Ｉ
評
価
で
は
、
い
つ
机

に
向
か
っ
て
い
つ
席
を
立
っ
て
い
る
の
か
・
誰
と
い
つ
、
ど
の
場

所
で
会
い
、
何
を
話
し
た
の
か
。
そ
の
時
の
脈
拍
・
笑
顔
の

数
・
・
・
。
そ
ん
な
も
の
を
逐
一
記
録
さ
れ
、
評
価
材
料
に
さ
れ

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
社
員
は
果
た
し
て
伸
び
伸
び
と
、
人
間
ら
し

く
働
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
確
か
に
、
こ
れ
ら
は
適
材

適
所
へ
の
判
断
材
料
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ

れ
は
社
員
の
幸
福
を
奪
っ
て
ま
で
必
要
で
し
ょ
う
か
。
職
場
に
お

い
て
も
そ
の
中
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
部
分
は
当
然
存
在
し
、
ま
た

必
要
で
す
。
そ
れ
に
介
入
す
る
事
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に

当
た
り
ま
す
。
デ
ー
タ
の
利
用
目
的
は
ど
う
あ
れ
、
見
ら
れ
て
い

る
こ
と
そ
れ
自
体
が
問
題
な
の
で
す
。 

 

以
上
の
２
点
か
ら
、
私
は
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
人
事
評
価
に
反
対
し

ま
す
。
被
告
は
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
人
事
評
価
を
停
止
し
、
本
件
の
人

事
異
動
を
取
り
消
す
べ
き
で
す
。
陪
審
員
の
み
な
さ
ん
、
ど
う
か
、
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原
告
栗
山
莉
奈
さ
ん
の
研
究
職
と
し
て
の
未
来
を
奪
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
私
か
ら
は
以
上
で
す
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
８
３
】 

 

東
堂
「
続
い
て
、
被
告
代
理
人
お
願
い
し
ま
す
」
【
ス
ラ
イ
ド
８
４
】 

 

高
峰
「
原
告
代
理
人
の
主
張
に
は
、
と
て
も
大
切
な
論
点
が
欠
け
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
会
社
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
の
か
否
か
と

い
う
点
で
す
。
さ
き
ほ
ど
原
告
代
理
人
は
、
Ａ
Ｉ
評
価
の
不
透
明

さ
を
主
張
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
気
持
ち
は
、
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

新
し
い
も
の
に
不
安
を
覚
え
、
怖
が
る
の
は
人
間
の
本
能
だ
か
ら

で
す
。
し
か
し
本
当
に
そ
れ
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

１
９
世

紀
の
産
業
革
命
で
は
、
失
業
の
恐
れ
を
感
じ
た
労
働
者
が
反
対
運

動
を
起
こ
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
近
年
のIT

革
命
で
は
、

個
人
の
仕
事
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
奪
わ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
懸
念
さ
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
す

べ
て
を
人
類
は
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
で
乗
り
越
え
て
き

た
の
で
す
。
今
回
も
同
じ
で
す
。
原
告
は
ま
ず
、
Ａ
Ｉ
の
判
断
に

従
い
総
務
部
へ
異
動
す
べ
き
で
す
。
そ
の
う
え
で
、
原
告
が
真
に

研
究
職
の
適
正
が
あ
る
な
ら
ば
、
い
づ
れ
Ａ
Ｉ
が
客
観
的
に
判
断

し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

       

次
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
で
す
。
監
視
を
さ
れ
る
と
息
苦

し
さ
を
感
じ
る
と
、
原
告
は
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、

監
視
さ
れ
て
い
る
と
意
識
し
過
ぎ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？ 

こ
の
２
０
３
０
年
で
は
、
街
、
建
物
、
乗
り
物
な
ど
の

あ
ら
ゆ
る
公
共
の
場
に
防
犯
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
原
告
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
街
に
い
る
と
き
と
同

じ
よ
う
に
、
公
共
の
場
で
も
あ
る
会
社
に
セ
ン
サ
ー
や
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
ど
ん
な
問
題
が
あ
る
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
？ 

       

つ
ま
り
、
様
々
な
疑
念
や
不
安
、
意
識
も
、
時
が
経
て
ば
や
が

て
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
う
の
で
す
。
Ａ

Ｉ
人
事
評
価
に
、
一
時
的
な
懸
念
事
項
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
総

合
的
に
み
れ
ば
、
会
社
の
発
展
に
有
益
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ

て
い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
原
告
の
請
求
は
す
べ
て
棄
却
す
る
べ

き
で
す
。
私
か
ら
は
以
上
で
す
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
８
５
】 
 

東
堂
「
以
上
で
審
理
を
終
了
し
ま
す
。
陪
審
員
は
別
室
に
移
動
し
て
、

判
決
内
容
を
審
議
し
て
く
だ
さ
い
。
」
【
ス
ラ
イ
ド
８
６
】 

  

木
槌
を
叩
く
（
２
回
）
。 

  

キ
ャ
ス
ト
は
退
出
す
る
（
第
一
部
終
了
）
。 

  

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る
。
】 

  

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
終
了
後
、
第
二
部
開
始
。 

 

【
以
後
ス
ラ
イ
ド
は
表
示
せ
ず
】 

  

東
堂
、
木
槌
を
叩
く
（
２
回
）
。 

 
東
堂
「
そ
れ
で
は
、
陪
審
員
の
皆
さ
ん
、
審
議
の
結
果
と
そ
の
理
由

を
順
番
に
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。
」 

 

司
会
：
で
は
Ａ
班
、
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 

（
全
班
に
つ
い
て
繰
り
返
す
。
） 

 

東
堂
「
陪
審
員
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
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判
決
を
述
べ
ま
す
。 

 
主
文 

 

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果
に
よ
っ
て
、
判
決
内
容
が
決
ま
る
） 

 

Ａ 

原
告 

栗
山
志
保
氏
の
総
務
部
異
動
に
つ
い
て
は
、
原
告
側
の
主 

 

張
を
認
め
、
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。 

 

Ｂ 

原
告 

栗
山
志
保
氏
の
総
務
部
異
動
に
つ
い
て
は
、
被
告
側
の
主

張
を
認
め
、
妥
当
と
認
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

Ｃ 

Ａ
Ｉ
を
用
い
た
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
原
告

側
の
主
張
を
認
め
、
停
止
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。 

 

Ｄ 

Ａ
Ｉ
を
用
い
た
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
に
運
用
に
つ
い
て
は
、
被
告

側
の
主
張
を
認
め
、
妥
当
と
認
め
る
も
の
と
す
る
。 

  

以
上
で
す
。 

  

東
堂
、
木
槌
を
ゆ
っ
く
り
３
回
叩
く
。 

  

部
屋
の
電
気
が
消
え
る
。
東
堂
以
外
の
キ
ャ
ス
ト
が
裁
判
席
の
前

列
に
並
ぶ
。
し
ば
ら
く
し
て
、
裁
判
長
が
立
ち
上
が
る
。
東
堂
感

傷
に
ふ
け
る
よ
う
に
話
し
始
め
る•

•
•

。 
 

東
堂
「
こ
う
し
て
、
世
界
初
の
人
事
評
価
裁
判
は
終
了
し
た
。
私
は

裁
判
長
と
し
て
、
適
切
に
判
断
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

こ
の
判

決
が
本
当
に
正
し
い
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
」 

 

矢
野
「
し
か
し
、
す
で
に
こ
の
世
界
は
Ａ
Ｉ
を
中
心
に
回
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
私
が
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
？
」
（
矢
野
、

退
場
す
る
） 

 

栗
山
「
人
間
の
尊
厳
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
？ 

機
械
に
未
来
を
決

め
ら
れ
る
な
ん
て
気
持
ち
悪
い
。
」
（
栗
山
、
退
場
す
る
） 
 

加
藤
「
人
が
機
械
を
評
価
し
て
い
る
の
か
？ 

機
械
が
人
を
評
価
し

て
い
る
の
か
？ 

そ
の
境
界
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
」

（
加
藤
、
退
場
す
る
） 

 

高
峰
「
Ａ
Ｉ
の
能
力
は
未
知
数
で
あ
る
。
は
た
し
て
、
人
は
こ
れ
か

ら
も
Ａ
Ｉ
を
制
御
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
（
高
峰
、
退
場
す
る
） 

 

藍
原
「
私
は
、
私
な
り
に
、
み
ん
な
の
幸
せ
を
考
え
て
研
究
し
て
い

る
つ
も
り
。
で
も
、
こ
の
仕
事
は
ア
イ
デ
ィ
ア
が
と
て
も
大
切
だ

か
ら
、
と
て
も
苦
し
く
て
辛
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
な
か

な
か
み
ん
な
に
は
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
の
か
も
ね
。
」
（
藍
原
、

退
場
す
る
） 

 

東
堂
「
人
間
の
内
面
に
あ
る
感
情
は
、
時
に
は
正
し
く
、
時
に
は
あ

や
ま
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人
間
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
立
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
辛
抱
強
く
対
話
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
だ
と

思
う
。
そ
し
て
、
こ
の
裁
判
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
も
当
事
者
。

何
故
な
ら•

•
•

、
私
を
裁
判
長
に
決
め
た
の
は
、
他
で
も
な
い

Ａ
Ｉ
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
な
の
だ
か
ら
。
」
（
東
堂
、
退
場
す
る
） 
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拍
手
の
後
、
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
で
裁
判
席
の
前
列
に
全
員
が
出
て

く
る 

 

高
峰 

挨
拶
「
本
日
は
、
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

み
な
さ
ん
、
い
か
が
感
じ
た
で
し
ょ
う
か
？ 

 
 

 

私
た
ち
は
、
今
回
、
人
工
知
能
を
題
材
に
、
ト
ラ
ン
ス
サ
イ
エ

ン
ス
問
題
、
つ
ま
り
科
学
に
問
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
科
学
の
み

で
は
答
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
を
扱
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の

周
り
に
は
、
人
工
知
能
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
た
と
え
ば
ク
ロ
ー

ン
技
術
や
原
発
問
題
な
ど
、
様
々
な
ト
ラ
ン
ス
サ
イ
エ
ン
ス
問
題

が
潜
ん
で
い
ま
す
。
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の
役
割
の
一

つ
と
し
て
、
我
々
は
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
技
術
が
私
た
ち
の
生

活
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
を
し
っ
か
り
と
対
話
で
き
る
場

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

本
日
は
、
そ
の
よ
う
な
試
み
の
一
つ
と
し
て
、
演
劇
と
い
う
手

法
を
使
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な

対
話
の
場
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
の
心
の
中
に
、
な
ん
ら
か
の
葛
藤

を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
。
そ
れ
が
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
な
か

に
隠
さ
れ
た
、
も
う
一
つ
の
ね
ら
い
で
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

Ｅ
Ｎ
Ｄ) 

 


